
火山噴火予知連絡会会報第 114号 

 

 

霧島山・新燃岳に対する TerraSAR-X/InSAR 解析の結果＊ 

Processing results on Kirishima volcano (Shinmoe-dake)  
using TerraSAR-X/InSAR data 

防災科学技術研究所＊＊ 

宇宙航空研究開発機構＊＊＊ 

National Research Institute for Earth Science and Disaster Prevention 
Japan Aerospace Exploration Agency 

 
霧島山・新燃岳及びその周辺における地殻変動を調査するため，ドイツ航空宇宙センター（以下 DLR）

によって運用されている X-band SAR 衛星・TerraSAR-X のデータを用いた SAR 干渉解析（InSAR 解析）

を実施した．データは 2012年 9月 22日以降 11日または 22日間隔で観測され，同年 10月 14日，10月

25日，11月 16日，12月 8日，12月 19日，そして 2013年 1月 10日，2月 1日，2月 12日（全て JST，

以下同じ）のデータが取得された．この解析では，RADARSAT-2 データの SBAS 解析結果から求められた

楕円体高モデル[防災科研，2012a]を使用した．各期間の干渉画像を第 1 図に示す．火口内溶岩表面に

おけるスラントレンジ短縮（衛星と地面の距離が縮むこと）を示す位相変化が見られた．第 124回火山

噴火予知連絡会において，同衛星のデータを用いた SAR干渉解析から，2012年 5月-2012年 9月にかけ

ての継続的な火口内溶岩の増加に起因すると思われるスラントレンジ短縮と，体積増加レートの減少が

報告された[防災科研，2012b]．今回の解析の結果，2012 年 9 月以降も同様に，火口内溶岩表面で体積

の増加に起因するスラントレンジ短縮が確認され，この変化は 2013年2月12日時点でも継続している．

また，2012年 10月以降体積増加レートは横ばいになった（第 3図）． 
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第 1図 新燃岳火口周辺に対する TerraSAR-X干渉画像の拡大図． 

Fig.1 Interferograms on and around Shinmoe-dake crater using TerraSAR-X data. 

 

 

第 2 図 第 1 図の干渉画像をアンラップした（地殻変動情報に変換した）画像．なお，比較のため観測期間

は 11日間に正規化してある． 

Fig.2 Unwrapped interferograms which indicate deformation information. Observation periods were normalized to 11 

days for comparison. 
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第 3 図 体積増加速度の時間変化．なお，比較のためタイムスケールを 24 日間に正規化してある．青線は

RADARSAT-2，赤線は TerraSAR-Xのデータから見積もられた値． 

Fig.3 Time variation of the volume change rate. Time scales of the rate were normalized to 24 days for comparison. 

Blue and red lines indicate results from RADARSAT-2 and TerraSAR-X data, respectively. 
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